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The Notion of ‘Furusato’ in Ancient Japan: 
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	 平安中期に成立したとされる『古今和歌六帖』では、所収されている約 4500 の和
歌が中国詩集にならってさまざまな分類（歳時・天象・地儀・人事・動植物）に分
けられ、さらに約五百の題に小分けされている。興味深いのは、『古今和歌六帖』
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では「ふるさと」が一つの題とされていることである。さらに、その「ふるさと」
の題は「都」ではなく、「田舎」のグループに入れられている。「ふるさと」の他
に「田舎」に入っている題は、「くに」「こほり」「さと」「やど」「やどり」
「かきほ」がある。この通り、「ふるさと」は旧都でありながら、「鄙」の一部と
して考えられていた。 
	 近現代では、田舎にある「ふるさと」は都会と対立関係をなし、田舎が温かく、
自然豊かな「日本的な」ところとされる一方、都会が人工的で冷たく、「西洋的な」
ところと見なされることが多い。ところが、古代日本では、華やかで美しい都に対
して、「鄙」は寒くて寂しい場所と想像されていた。「鄙」は文化の果てるところ
だけでなく、荒ぶる神が支配する恐ろしい未開の地と想像された。いわば現代人が
思い浮かべる「兎追いしかの山」的な田園風景の「ふるさと」とは程遠いイメージ
なのである。一方、都は天皇と直結している天つ神の空間で、守られた世界であっ
た。だから、田園化した旧都ではなく、都から出ることこそが悲劇で、都こそが望
郷の対象となった。古代の貴族たちにとって、「鄙」は慣れ親しむ場所ではなく、
恐ろしい未知の世界であったため、むしろ「都」が現代語でいう「心のふるさと」
であった。 
	 和歌に詠まれる「ふるさと」は「鄙」の部類に入るが、古くなった「都」ではあ
るので、歴史的かつ文化的な意義をもち、和歌の世界を構成する重要なテーマの一
つである。和歌において、永久なる自然とはかない人事が対比されることは常であ
る。すなわち、永遠に再生される自然と異なって、人間や人間が作るものは一時的
に繁栄して、いずれは衰退していく。「ふるさと」も同様で、かつて都として繁栄
する土地であったが、今となって都の残像に過ぎず、寂れてしまった宮跡となって
いる。このように、和歌における「ふるさと」は栄枯盛衰を象徴するものである。
だから、古代日本人が荒れ果てた「ふるさと」に訪ねた時、現代日本人が想像する
郷愁でもなく癒やしでもなく、実存的不安を抱いたのである。繁栄と衰退のみなら
ず、「ふるさと」のイメージの中に、いくつもの対比が見られる。昔と今、都と田
舎、人間と自然、生と死、記憶と忘却、女性と男性など。こうした両義性および多
義性は「ふるさと」の根本的な特徴の一つであると考える。 
	 一方、『古事記』に二回登場する「妣の国」は古代日本人の「魂のふるさと」と
見なされてきた。日本人の原風景とされるこの国は、懐かしく忌々しい棄却された
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妣が坐す場所である。女性の身体に内在する「美」（性）と「死滅」が混沌をもた
らすと危惧されたため、光と秩序を象徴する「父の国」から排除して、暗き黄泉
国・海原へ葬られてしまう。そこへ息子が向かおうとするので、「妣」への「憧憬」
は実は男性による「欲望」なのではないかという結論を得た。 
	 ところで、この「妣の国」の原型は和歌にも継承されてゆく。『万葉集』と三代
集では、「ふるさと」が女性、または女性の居住地を連想させる例をいくつも見た。
一夫多妻制の影響も考えられるが、男性が宮廷とともに新しい都の土地へ赴くのに
対して、女性が朽ち果てる旧都に残されるケースが多かったようである。そのため、
女性と「ふるさと」は結び付けられて連想されるようになったが、それによって女
性は「ふるさと」の擬人化として見られるようになる。 
	 旧都は寒々とした寂れた土地として考えられていた。だから、そこに残されるこ
とは、決して喜ばしいことではない。事実、第二章と第三章で見た通り、女性が
「ふるさと」に置き去りにされた自分の境遇を嘆く歌が多い。『万葉集』から三代
集時代へと隔たっていくと、女性は「ふるさと」に忘れ去られた身だけではなく、
さらに「ふるさと」と一体化し、そこにひっそりと咲く「花」に見立てられるよう
になる。この「花」のイメージは「妣」と同様、女性の容姿の美しさや性的欲望を
象徴するとともに、花がすぐに色褪せて散ってしまうように女性の身体に内在する
死の予兆、すなわち 棄 却
アブジェクト
なるものをも連想させる。 
	 「考える主体」としての男性は「ふるさと」を思い、「ふるさと」を偲ぶ。そし
て、そこに咲いている美しい花を「見たい」という欲望を表す。一方、「ふるさと」
に忘れ去られた女性は文化の中心である都から省かれ、寂れた旧都の地で孤独に過
ごさなければならない。こうして和歌における「ふるさと」はまさに「妣の国」、
女性が置き去りにされる場所なのである。 
	 近代日本では、地方で生まれ育った人たちが都会に出て成功したら、晴れ姿で地
方に帰るといった立身出世の思想が一般的であった。そして現代語の「ふるさと」
は絆、家族、伝統、愛、コミュニティなど肯定的なものと結び付けられるが、古代
の「ふるさと」は異なる。本研究を通して、「旧都」および「見捨てられた女」＝
「妣」のイメージによって、「ふるさと」はむしろ別離、失恋、死別、喪失、孤独
などの否定的なものを連想させる語として用いられたことが明らかになった。さら
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に、古代の「ふるさと」にいるのは成功者ではなく、むしろ敗北者である。恋に破
れて男に見捨てられた者、「父の国」に背いた者は都にいることを許されず、旧都
なる「ふるさと」に流れ着く。そしてその敗北者の国の代表者となったのは、「妣」
である。 
	 古代でも近現代でも、「ふるさと」は過去の記憶と密接につながっている。事実、
「ふるさと」が「古い」のは、多くの記憶がその土地に刻み込まれているからであ
る。記憶が積み重なっていくからこそ、歴史ができて、蓄積する過去ができる。古
代日本人はそうした記憶の「重み」に気づいていたと言えよう。さらに、古代日本
人は人だけではなく、物や風景にも記憶があると信じていた。だから、「ふるさと」
に咲く花でさえ、遠い昔のことを知っていると考えられた。「原風景」という概念
を理解するために、こうした記憶と土地の相互作用が重要であると思われる。つま
り、風景は自己を形成するとともに、人の記憶によって風景も形成される。そのよ
うな示唆が、古代日本の「ふるさと」にあると考える。 
